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∧
風
∨
東
部
は
南
東
。
西
部
は
東
。

∧
波
∨
１
㍍
。
あ
す
も
１
㍍
。
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完選管の改心どれほど

仙
台
市
青
葉
区
選
管
、
な
か

な
か
強
気
だ
。

市
議
選
で
開
票
リ
ハ
ー
サ
ル

を
せ
ず
、
ぶ
っ
つ
け
で
２
日
の

本
番
に
臨
む
と
い
う
。

昨
年

月
の
衆
院
選
で
、
票

の
集
計
ミ
ス
の
つ
じ
つ
ま
を
合

わ
せ
よ
う
と
職
員
が
票
を
水
増

し
す
る
大
失
態
を
演
じ
た
。
そ

れ
か
ら
初
の
選
挙
で
、
チ
ョ
ン

ボ
は
許
さ
れ
な
い
と
実
地
演
習

す
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い

た
が
、
ど
う
や
ら
見
込
み
違
い

だ
っ
た
よ
う
だ
。

原
因
は
ミ
ス
を
覆
い
隠
そ
う

と
す
る
職
員
の
邪
心
に
あ
る
の

だ
か
ら
、
心
を
入
れ
替
え
さ
え

す
れ
ば
予
行
練
習
は
必
要
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

市
議
選
で
、
今
度
は
泉
区
選

管
が
候
補
者
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

板
の
番
号
を
振
り
間
違
え
る
ポ

カ
を
し
た
。
こ
れ
自
体
は
目
く

じ
ら
を
立
て
る
話
で
は
な
い

が
、
前
科
が
あ
る
だ
け
に
今
回

は
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
や
り
遂
げ

な
い
と
格
好
が
つ
か
な
か
っ

た
。
「
た
る
ん
で
い
る
」
と
言

わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

再
発
防
止
策
と
し
て
、
選
管

は
開
票
事
務
の
ア
ル
バ
イ
ト
の

数
を
抑
え
、
正
職
員
を
増
強
す

る
。
「
不
正
を
し
た
の
は
確
か

正
職
員
で
な
か
っ
た
か
な
あ
」

と
い
う
突
っ
込
み
は
さ
て
お

き
、
当
日
ど
う
や
っ
て
乗
り
切

る
か
お
手
並
み
拝
見
だ
。

投
開
票
日
前
日
の
１
日
、
青

葉
選
挙
区
の
開
票
所
に
当
た
る

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
会
場
設

営
が
あ
り
、
業
者
が
テ
ー
ブ
ル

と
椅
子
を
運
び
込
ん
で
い
た
。

選
管
に
よ
る
設
営
最
終
点
検

は
当
日
に
持
ち
越
す
と
い
う
。

大
丈
夫
か
。

カ
メ
ラ
・
渡
辺

龍

報
道
部
・
伊
藤
寿
行
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【選 挙】

２日（日）

仙台市議選投開票

４日（火）

村田町長選、川崎町長選、色麻町

長選、涌谷町長選、村田町議選、

色麻町議補選告示（９日投開票）

【催 し】

５日（水）

県民ロビースペシャルコンサート

・浅野祥（ 時 分、仙台市青葉

区・県庁）

６日（木）

仙台七夕まつり（仙台市中心部、

８日まで）

２～９日

【スポーツ】

２日（日）

県剣道選手権大会（９時、仙台市

太白区・県武道館）

４日（火）

東北楽天―西武（ 時、仙台市宮

城野区・楽天Ｋｏｂｏスタジアム

宮城‖コボスタ宮城）

５日（水）

東北楽天―西武（ 時、コボスタ

宮城）

６日（木）

東北楽天―西武（ 時、コボスタ

宮城）
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仮
設
集
会
所
を
彩
る
ベ
ゴ
ニ
ア
の
苗

を
一
緒
に
植
え
る
参
加
者
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東
京
五
輪
聖
火
リ
レ
ー

出
発
地
誘
致
へ

ト
ー
チ
つ
な
ぐ

石
巻
川
開
き

石
巻
市
の
民
間
団
体
な
ど
で

つ
く
る
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

の
聖
火
リ
レ
ー
出
発
地
誘
致
委

員
会
は
１
日
、
石
巻
川
開
き
祭

り
に
合
わ
せ
、
市
中
心
部
で
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
ト
ー
チ
リ
レ

ー
を
実
施
し
た
。

（

面
に
関
連
記
事
）

市
内
の
小
学
生
５
人
が
聖
火

を
模
し
た
ト
ー
チ
を
掲
げ
、
中

心
商
店
街
を
通
る
８
１
０
㍍
の

コ
ー
ス
を
リ
レ
ー
。
中
高
生
ら

約
１
０
０
人
が
伴
走
し
、
沿
道

の
祭
り
見
物
客
か
ら
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
た
。

４
区
を
走
っ
た
石
巻
小
４
年

鈴
木
遥
菜
さ
ん

９

は
「
暑
く

て
緊
張
も
し
た
け
れ
ど
、
ト
ー

チ
を
高
く
挙
げ
て
み
ん
な
に
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
走
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

ト
ー
チ
リ
レ
ー
は
、
聖
火
リ

レ
ー
の
出
発
地
誘
致
へ
の
市
民

の
理
解
を
深
め
、
機
運
を
盛
り

上
げ
る
の
が
狙
い
。
昨
年
に
続

き
２
回
目
の
開
催
。

委
員
会
事
務
局
長
を
務
め
る

市
体
育
協
会
の
伊
藤
和
男
会
長

は
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

に
出
発
地
を
誘
致
で
き
る
よ
う

地
道
な
活
動
を
続
け
つ
つ
、
石

巻
か
ら
東
京
五
輪
を
盛
り
上
げ

た
い
」
と
語
っ
た
。

祭
り
２
日
目
の
こ
の
日
、
小

学
生
の
鼓
笛
隊
や
み
こ
し
の
パ

レ
ー
ド
、
航
空
自
衛
隊
松
島
基

地
（
東
松
島
市
）
所
属
の
曲
技

飛
行
隊
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」

の
展
示
飛
行
が
行
わ
れ
た
。

聖
火
を
模
し
た
ト
ー
チ
を
掲
げ
て
商
店
街
を
走
る
児
童

２
町
内
会
合
同

笑
顔

輪
拡
大

仙
台
・
荒
井
東

仙
台
市
若
林
区
荒
井
東
地
区

の
災
害
公
営
住
宅
で
１
日
、
東

日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
追
悼

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生

を
願
う
盆
踊
り
大
会
が
あ
っ

た
。
被
災
後
の
新
た
な
生
活
に

乗
り
出
し
た
住
民
た
ち
が
、
笑

顔
で
交
流
を
深
め
た
。

公
営
住
宅
の
入
居
世
帯
で
つ

く
る
「
荒
井
東
町
内
会
」
と
、

被
災
世
帯
の
一
戸
建
て
住
宅
が

立
ち
並
ぶ
「
荒
井
広
瀬
町
内
会
」

が
合
同
で
初
め
て
開
催
し
た
。

両
町
内
会
の
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ら
は
「
相
馬
盆
唄
」や
「
七

夕
お
ど
り
」
に
合
わ
せ
、
や
ぐ

ら
を
中
心
に
踊
り
の
輪
を
つ
く

っ
た
。

荒
井
東
町
内
会
長
の
大
橋
公

雄
さ
ん

は
「
思
っ
た
以
上

に
多
く
の
住
民
が
集
ま
っ
て
く

れ
た
」
と
喜
ん
だ
。
荒
井
広
瀬

町
内
会
長
の
庄
子
清
一
さ
ん

は
「
盆
踊
り
を
き
っ
か
け

に
両
町
内
会
の
住
民
の
交
流
を

進
め
た
い
」
と
話
し
た
。

大
会
の
開
催
に
向
け
、
河
北

新
報
社
グ
ル
ー
プ
の
震
災
復
興

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
や
り
ま

し
ょ
う
盆
踊
り
」
が
浴
衣
約
１

０
０
着
を
提
供
す
る
な
ど
支
援

し
た
。

盆
踊
り
を
楽
し
む
住
民
ら
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被
災

夏
祭
り

は
ま
ら
い
ん
や
踊
り
が
港
町
に
熱
気

を
運
び
、
真
夏
は
全
開

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

威
勢
よ
く

人

熱
気
街
を
包
む

気
仙
沼
で
開
幕

港
町
の
夏
を
彩
る
「
気
仙
沼

み
な
と
ま
つ
り
」
（
ま
つ
り
委

員
会
主
催
）
が
１
日
、
気
仙
沼

市
で
開
幕
し
た
。
初
日
は
内
陸

部
の
田
中
前
地
区
を
会
場
に

恒
例
の
「
は
ま
ら
い
ん
や
踊
り
」

を
実
施
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
か
け
る
市
民
の

思
い
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
踊

り
手
の
熱
気
が
街
に
広
が
っ

た
。「

は
ま
ら
い
ん
や
」
は
、
こ

の
地
方
の
言
葉
で
「
一
緒
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
」
の
意
味
。
中

高
生
や
職
場
の
グ
ル
ー
プ
な
ど

団
体
の
約
３
２
０
０
人
が
そ

ろ
い
の
法
被
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど

に
身
を
包
み
、
勇
壮
な
太
鼓
の

リ
ズ
ム
に
乗
り
群

し
た
。

同
市
中
井
小
は
震
災
後
、
多

く
の
行
事
を
自
粛
し
て
い
た
が

５
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
。
６
年

三
浦
真
子
さ
ん

は
「
１
年

生
以
来
で
、
と
て
も
楽
し
い
。

中
学
生
に
な
っ
て
も
踊
り
た
い

な
」
と
話
し
た
。

最
終
日
の
２
日
は
、
街
頭
パ

レ
ー
ド
が
震
災
前
の
会
場
だ
っ

た
三
日
町
、
八
日
町
、
南
町
で

５
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
。
夕
方

か
ら
は
港
町
臨
港
道
路
特
設

会
場
で
打
ち
ば
や
し
大
競
演
、

船
で
太
鼓
演
奏
す
る
「
海
上
う

ん
づ
ら
」
、
２
４
０
０
発
の
海

上
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
が
あ

る
。

ベ
ゴ
ニ
ア
手
植
え

仮
設
集
会
所
彩
る

山
元
・
花
釜

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か

ら
全
国
へ
笑
顔
を
発
信
す
る

「
ス
マ
イ
ル
と
う
ほ
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
（
河
北
新
報
社
な
ど

主
催
）
の
一
環
で
１
日
、
山
元

町
花
釜
地
区
の
住
民
手
作
り
の

仮
設
集
会
所
「
じ
い
た
ん
ド
ー

ム
」
を
彩
る
花
を
植
栽
し
た
。

協
賛
す
る
花
王
グ
ル
ー
プ
の

社
員
や
地
元
住
民
ら
約

人
が

参
加
。
プ
ラ
ン
タ
ー
６
個
に
、

紅
白
な
ど
の
花
を
咲
か
せ
た
ベ

ゴ
ニ
ア
の
苗
を
丁
寧
に
手
植
え

し
た
。
集
会
所
の
周
囲
に
置
い

て
飾
る
。
社
員
に
よ
る
正
し
い

手
洗
い
指
導
な
ど
も
あ
っ
た
。

震
災
前
に
１
０
４
０
戸
あ
っ

た
花
釜
地
区
は
津
波
で
全
域
が

被
災
。
現
在
は
３
５
０
戸
が
自

宅
を
修
繕
、
新
築
す
る
な
ど
し

て
暮
ら
す
。
流
失
し
た
集
会
所

の
代
わ
り
に
、
住
民
ら
が
昨
年

１
月
、
支
援
を
元
に
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
を
活
用
し
仮
設
集
会
所

を
整
備
し
た
。
菊
地
慎
一
郎
副

区
長

は
「
花
で
い
っ
ぱ
い

に
な
れ
ば
集
会
所
の
雰
囲
気
も

和
む
は
ず
」
と
感
謝
し
た
。

被
災
地
で
の
植
栽
活
動
は
２

年
目
。
こ
れ
ま
で
は
仮
設
住
宅

で
実
施
し
、
今
回
初
め
て
在
宅

被
災
者
を
対
象
に
し
た
。
２
日

も
午
前

時
か
ら
同
所
で
行

う
。

小
山
さ
ん
と
仙
台
フ
ィ
ル
、
小
学
生

ら
が
共
演
し
た
演
奏
会

ボ
レ
ロ

を
熱
演

観
客
も
ノ
リ
ノ
リ

仙
台
・
復
興
イ
ベ
ン
ト

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

を
支
援
す
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

「
こ
ど
も
の
夢
ひ
ろ
ば
〝
ボ
レ

ロ

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

仙
台

市
、
同
市
市
民
文
化
事
業
団
、

河
北
新
報
社
な
ど
主
催
）
が
１

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
市
青
年

文
化
セ
ン
タ
ー
で
始
ま
っ
た
。

仙
台
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

小
山
実
稚
恵
さ
ん
が
企
画
し

た
。
メ
ー
ン
事
業
は
〝
ボ
レ
ロ
〞

大
集
合
コ
ン
サ
ー
ト
。
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
な
ど
で
選
ば
れ
た
小

学
生
か
ら
大
学
院
生
ま
で
が
、

小
山
さ
ん
や
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
演
奏
や
合

唱
で
共
演
し
た
。

東
京
都
交
響
楽
団
音
楽
監
督

の
大
野
和
士
さ
ん
が
タ
ク
ト
を

振
り
、ラ
ベ
ル「
ボ
レ
ロ
」
（
吉

川
和
夫
さ
ん
編
曲
）
な
ど
を
熱

演
。
観
客
約
８
０
０
人
は
曲
に

合
わ
せ
た
振
り
付
け
を
一
緒
に

楽
し
み
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。

ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
た
仙
台
市

柳
生
小
５
年
の
斉
藤
瑞
佳
子
さ

ん

は
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

の
共
演
は
初
め
て
で
最
初
は
緊

張
し
た
が
、気
持
ち
良
か
っ
た
」

と
話
し
た
。
小
山
さ
ん
は
「
出

演
者
と
観
客
の
パ
ワ
ー
が
結
集

し
て
、
皆
が
元
気
に
な
れ
た
と

思
う
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

ク
ッ
キ
ー
作
り
や
科
学
実

験
、
郷
土
芸
能
な
ど
の
体
験
ブ

ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
２
日
の
チ
ケ

ッ
ト
は
完
売
し
て
い
る
。
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(１５) ０１５年(平成 年)８月 日(日曜日)(１５) ０１５年(平成 年)８月 日(日曜日)

(C)河北新報社


